
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初
日
は
、
奈
良
県
か
ら
の
引

継
ぎ
集
会
を
柏
原
市
役
所
で

行
い
１
０
０
人
を
超
え
る
人

達
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
荻
田
書
記
長
が
参
加
し
八

尾
市
役
所
近
く
の
公
園
か
ら

若
江
岩
田
駅
前
の
公
園
ま
で

行
進
。
２
日
目
は
、
河
内
長
野

市
役
所
を
出
発
、
工
藤
執
行
委

員
が
参
加
。
猛
暑
の
為
、
行
進

は
午
前
中
の
み
と
な
り
、
午
後

か
ら
は
要
請
行
動
。
３
日
目

は
、
泉
佐
野
市
役
所
を
出
発
、

関
西
支
部
組
合
員
と
荻
田
書

記
長
が
参
加
。
こ
の
日
も
猛
暑

の
為
、
午
前
中
の
み
の
行
進
と

な
り
、
午
後
か
ら
は
忠
岡
市
役

所
に
要
請
行
動
。
４
日
目
は
、

和
泉
市
役
所
出
発
、
関
西
合
同

支
部
が
行
進
に
参
加
。
午
後
か

ら
は
猛
暑
の
為
、
行
進
を
中
止

し
、
堺
市
役
所
に
要
請
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
５
日
目

の
表
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
こ
ん
な
思
い
を
他
の
誰
に

も
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
被
爆
者
の
訴
え
が
国
際

社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も

の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
日
本
政
府
に
は
、
米
国

の
拡
大
抑
止
の
維
持
・
強
化

を
図
る
な
ど
核
抑
止
力
へ
の

依
存
を
強
め
る
の
で
は
な

く
、
対
話
に
よ
る
平
和
的
解

決
と
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
に
向
け
た
外
交
努
力
を

着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
が
、
核
軍
縮
・
不

拡
散
体
制
の
礎
石
と
し
て
重

視
す
る
核
兵
器
不
拡
散
条
約

Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
補
完
関
係
に
あ
る

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
国

会
議
に
出
席
し
、
そ
の
議
論

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
被
爆

者
の
切
な
る
願
い
と
被
爆
の

実
相
を
踏
ま
え
た
対
応
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
核
保
有
国

間
の
対
立
や
、
核
保
有
国
と

非
核
保
有
国
と
の
分
断
を
解

消
し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
議
論
の
共
通
の
基
盤
の
形

成
に
む
け
て
貢
献
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。 

  

は
、
住
吉
市
役
所
を
出
発
、

此
花
支
部
組
合
員
が
参
加
。

午
後
か
ら
は
猛
暑
の
為
、
行

進
を
中
止
し
ま
し
た
。
６
日

目
は
、
守
口
市
役
所
を
出
発
、

関
西
支
部
組
合
員
と
関
西
合

同
支
部
組
合
員
が
行
進
に
参

加
。
最
終
の
枚
方
市
役
所
ま

で
行
進
し
ま
し
た
。
６
日
目

は
、
高
槻
市
役
所
を
出
発
、

関
西
合
同
支
部
組
合
員
４

名
が
参
加
。
次
の
茨
木
市
役

所
か
ら
は
、
関
西
支
部
組
合

員
が
行
進
に
参
加
。
７
日
目

は
、
佐
藤
執
行
委
員
と
大
阪

合
同
支
部
組
合
員
が
行
進

に
参
加
。
国
民
平
和
行
進
の

意
義
は
、
世
界
か
ら
核
兵
器

を
廃
絶
す
る
取
り
組
み
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長

期
化
や
中
東
情
勢
の
悪

化
よ
り

、
核

兵
器
使
用
の

リ
ス
ク
は
か
つ
て
な
い

ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
、
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
現

下
の
国
際
情
勢
に
対
す

る
市
民
社
会
の
危
機
感

 

被
爆
８０
年
を
迎
え
る
国
民

平
和
行
進
の
大
阪
は
、
６
月

３０
日
（
月
）
～
７
月
７
日
（
月
）

ま
で
の
８
日
間
で
取
り
組
ま

れ
、
建
交
労
大
阪
は
全
幹
線
コ

ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。 
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建
交
労
ダ
ン
プ
部
会
は
、
７

月
に
各
県
の
自
治
体
や
地
方
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そ
の
後
は
、
近
畿
地
方
整
備
局

に
要
請
。
午
後
か
ら
大
阪
市
と
ネ

ク
ス
コ
西
日
本
へ
要
請
。
こ
の
要

請
で
大
阪
の
自
治
体
で
は
異
な

る
見
解
が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
府

は
、
ダ
ン
プ
規
制
法
第
１２
条
団

体
を
優
先
使
用
措
置
を
各
現
場

に
通
達
し
て
い
る
一
方
で
、
大
阪

市
は
、『「
指
導
事
項
」
に
あ
る
「
法

第
１２
条
に
規
定
す
る
団
体
等
へ

の
加
入
者
の
使
用
を
促
進
す
る

こ
と
。」
は
、
民
法
５
２
１
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
「
契
約
自
由
の

原
則
に
反
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
本
市
と
し
て
は

特
定
の
業
者
を
指
定
し
、
優
先
す

る
措
置
を
と
る
の
で
は
な
く
、
過

積
載
防
止
の
た
め
の
指
導
を
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。』
と
回
答
し
、
国
か
ら
通
達

さ
れ
て
い
る
内
容
を
無
視
し
た

も
の
で
し
た
。
改
め
て
理
解
を
深

め
る
説
明
と
意
見
交
換
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
１２
条

団
体
へ
の
優
先
措
置
以
外
は
、
概

ね
要
請
し
た
内
容
を
遵
守
す
る

立
場
で
の
回
答
で
し
た
。 

 

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
建
交
労
大
阪
は
、
関
西
ダ

ン
プ
支
部
が
７
月
２８
日
に
大

阪
府
・
大
阪
市
、
近
畿
地
方
整

備
局
、
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
へ
要

請
し
ま
し
た
。 

 

午
前
９
時
４５
分
か
ら
大
阪

府
に
要
請
。
公
共
工
事
に
お
け

る
大
型
ダ
ン
プ
の
標
準
積
算

の
全
国
平
均
が
直
接
工
事
費

で
約
６
万
４
，
０
０
０
円
、
工

事
原
価
で
約
８
万
２
，
０
０
０

円
で
あ
る
と
説
明
し
、
末
端
で

働
く
ダ
ン
プ
労
働
者
は
約
３

万
８
，
０
０
０
円
か
ら
４
万

２
，
０
０
０
円
し
か
出
て
い
な

い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
改
善
出
来
る

の
か
？
ま
た
、
過
積
載
・
労
災

へ
の
加
入
、
建
設
共
加
入
印
紙

が
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
現
場
、

盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
管
理
、

ダ
ン
プ
規
制
法
第
１２
条
団
体

で
あ
る
建
交
労
加
入
ダ
ン
プ

に
対
し
て
の
優
先
使
用
措
置
、

白
ナ
ン
バ
ー
の
排
除
が
発
生

し
な
い
よ
う
求
め
る
内
容
で

終
日
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

 

整
備
局
に
ダ
ン
プ
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
求
め
る
要
請
行



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿
野
さ
ん
が
訴
え
ま
し
た
。

最
低
賃
金
審
議
委
員
会
で
意

見
陳
述
を
行
っ
た
の
は
、
全

印
総
連
・
藤
井
さ
ん
で
、
最

低
賃
金
審
議
委
員
会
終
了
後

に
大
阪
合
同
庁
舎
４
号
館
前

で
状
況
報
告
。
藤
井
さ
ん
は
、

「
今
日
は
大
阪
府
の
最
低
賃

金
引
き
上
げ
額
が
示
さ
れ
ま

 

大
阪
労
連
と
大
阪
春
闘
共

闘
委
員
会
は
、
７
月
３０
日

（
水
）
大
阪
合
同
庁
舎
４
号
館

前
で
「
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引

き
上
げ
ろ
」
と
い
う
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
に
今
年
の

最
低
賃
金
引
き
上
げ
額
を
協

議
す
る
最
低
賃
金
審
議
委
員

会
が
開
か
れ
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
は
、
大

阪
労
連
・
福
岡
議
長
が
あ
い
さ

つ
。
福
岡
議
長
は
、「
現
在
大

阪
府
の
最
低
賃
金
は
、
１
，
１

１
４
円
で
す
。
こ
の
金
額
で
は

普
通
の
暮
ら
し
が
出
来
な
い
。

大
阪
府
の
生
計
費
調
査
で
も

月
額
２
６
万
円
以
上
が
必
要
。

今
す
ぐ
全
国
一
律
最
低
賃
金

１
，
５
０
０
円
を
実
現
し
、
１
，

７
０
０
円
を
め
ざ
す
こ
と
が

必
要
」
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
教
組
・
中
川
さ
ん
生

協
労
連
・
森
尾
さ
ん
、
自
治
労

連
・
竹
中
さ
ん
、
全
印
総
連
・

せ
ん
で
し
た
が
、
国
民
・
労
働
者

は
物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が
大
変

き
び
し
い
状
況
で
す
。
答
申
額
の

大
幅
引
き
上
げ
を
引
き
出
す
た

め
に
引
き
続
き
訴
え
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
低
賃
金
審
議
委
員
会
に
参
加

さ
れ
た
、
民
青
同
盟
・
園
部
さ
ん
、

大
生
連
・
江
田
さ
ん
が
訴
え
ま
し

た
。
全
体
の
参
加
者
は
、
７
０
名
、

建
交
労
大
阪
か
ら
は
、
荻
田
書
記

長
が
参
加
し
ま
し
た
。 
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に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
の
国
も
核
抑
止

論
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る

現
状
と
核
廃
絶
を
粘
り
強
く

伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
各
国
の
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々

は
少
数
派
で
は
あ
り
ま
す
が
、

核
廃
絶
に
む
け
た
運
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
３
日
目
の
最
終
日

は
、
広
島
県
総
合
体
育
館
で
午

前
１
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

ま
で
行
わ
れ
た
「
世
界
大
会―

広
島
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
に
大
阪

か
ら
１
３
３
名
が
参
加
。
主
催

者
報
告
で
富
田
宏
治
起
用
委

員
長
が
報
告
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
中
満
泉
・
国
連
事
務
局

次
長
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
メ

キ
シ
コ
外
務
副
大
臣
、
ク
メ
ン

ト
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
、
メ

キ
シ
コ
政
府
代
表
な
ど
が
参

加
。 

各
国
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
報

告
。
核
抑
止
力
が
機
能
し
な
け

れ
ば
結
果
は
壊
滅
的
で
核
禁

止
条
約
の
重
要
性
と
希
望
を

感
じ
ま
し
た
。 

 

基
町
高
校
卒
業
生
に
よ
る
「
原

爆
の
絵
」
の
と
り
く
み
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、

核
兵
器
廃
絶
運
動
を
次
世
代

へ
継
承
す
る
こ
と
、
日
本
政
府

に
一
刻
も
早
く
批
准
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
１２

の
動
く
分
科
会
と
２
つ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
。
建
交
労
荻

田
書
記
長
は
、
午
前
１
０
時
～

１
２
時
ま
で
行
わ
れ
た
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
Ⅱ
「
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
世
界
へ
」
を
テ
ー
マ
し
た

議
員
と
市
民
の
国
際
連
帯
に

参
加
し
ま
し
た
。
各
国
５
人
の

議
員
（
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ

ー
・
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
日

本
）
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
報

告
。
各
国
が
核
兵
器
を
廃
絶
す

る
と
り
く
み
や
政
府
の
認
識

た
。
い
ず
れ
の
証
言
者
か
ら

も
生
々
し
い
お
話
し
で
、
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
と
核
兵
器
が

投
下
さ
れ
た
時
の
惨
劇
を
痛

感
し
ま
し
た
。
第
２
部
は
、

「
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な

い
被
爆
」
を
テ
ー
マ
に
黒
い

雨
に
よ
る
被
爆
と
胎
内
被
爆

さ
れ
た
２
名
の
お
話
し
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
第

３
部
は
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、

新
婦
人
広
島
県
本
部
、
広
島

高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と

全
国
の
高
校
生
、
広
島
県
立

午
後
２
時
か
ら
４
時
３０
分
ま

で
行
わ
れ
た
広
島
県
立
総
合

体
育
館
で
は
、「
被
爆
体
験
の

継
承
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
被

爆
８０
周
年
広
島
の
つ
ど
い
が

行
わ
れ
、
第
１
部
は
被
爆
者
３

名
の
方
か
ら
証
言
さ
れ
ま
し

 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の

広
島
は
、
８
月
３
日
（
日
）
～

６
日
（
水
）
に
か
け
て
開
催
さ

れ
、
建
交
労
大
阪
府
本
部
書
記

長
は
、
４
日
（
月
）
広
島
で
開

催
し
た
世
界
大
会
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。
８
月
４
日
（
月
）
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